
拝啓 向暑の候、貴社ますますご繁栄
のこととお慶び申し上げます。
共和ゴムの寺阪です。

コロナ禍で来日がずっと延期となっ
ていましたベトナム人技能実習生3名
も無事に来日し先月から当社・枚方工
場で働いてくれております。既にベト
ナム人2名、韓国人1名を採用してま
した。国際競争力が全く無くなってき
ている日本で働きたい、日本はとても
良いところであると思ってくれてい
ることがとてもありがたいと感じて
おりますので、彼らの期待を裏切らな
いように誠心誠意仕事をしっかりと
教えていきたいと思っております。
ベトナム人4名と、僕も含めた日本人
社員6名が、サッカー経験者なので、思
い切って「共和ゴムFC」を発足しま
した。来年からソサイチ（7人制サッカー）関西リーグに加盟するため、
先月から月2回のペースで練習試合を行っています。6/10には決起集
会を行い、仕事の話は厳禁で、サッカー談話で大いに盛り上がりました。
一応、各人のポジション、フォーメーションも決めました。そして6/19
（日）にフットサルコート2面を貸切りにして、僕が25年間所属してる社
会人チーム・長尾FCとの練習試合（8人制サッカー）に臨みました。結果
は・・・残念ながら完敗でした！2-1-3-1のフォーメーションで臨みま
したが、相手にコンビネーション良くボールをうまく繋がれ守勢に回る
ことが多かったので、途中から3-3-1のフォーメーションに切り替えて
からだいぶ盛り返し良い試合をしてましたが、チーム全体の運動量の低
下もあり、逆転まで持ち込むことはできず、最後にまた立て続けに失点
してしまいました。チームとしての反省点・弱点ばかりが浮き彫りとな
りましたが、とても良い経験をさせていただきました。7/18（祝）に出場
する初の公式戦・1DAY大会は8人制サッカーなので、しばらくは8人制
で練習しておきます。基本はバランスが良い2-1-3-1の習熟度を上げ
たいところですが、ハードルは高いですが、短期間で3-3-1も含めたフ
ォーメーションを試しておくことになりそうです。攻撃的な選手ばかり
でDF経験者がとても少ないのがチームとしての弱点です・・・やっぱり
サッカーは守備が重要です。ある程度、守れたらカウンター攻撃も多用
できるので、ある意味、ボール支配率を高めるのは諦めて堅守速攻型を
目指す必要があるのではないかと悩んでました。（仕事の悩みではなく
サッカーで悩んでました…笑）本当に「堅守」かどうかは置いておき、敢
えて相手にボールを持たせて、守備の意識を高めて自陣でボールを奪取
することを目指そうと思っております。面白いサッカーではありません
が、相手が嫌がるチームを目指したいと思っております。

仕事とは全く関係ない話で本当に恐縮ですが、皆様方にも陰ながら「共
和ゴムFC」の応援をして頂ければ幸いです。　　　　　　　　　　敬具
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【共和ゴムFCメンバー】
 寺阪剛（代表取締役）、武政、道上（営業部）、廣部、前田、古谷（第四工場）
 タイ、ダイ、ヒエウ、フイ（枚方工場）　計10名
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平素より大変お世話になっております。
本社営業部の武政です。

数年前から“アジア技能実習生雇用制度”の受
け入れ活動をしておりましたがコロナ禍も
あり入国できないなどの理由で実現してお
りませんでした。
コロナ禍においてまだ予断を許さない状況ですが、この度ベトナムから
技能実習生3名が無事に来日し、５月から弊社の製造部で働き始める事
が出来ました。

そこで先日、製造部を中心とした歓迎会を開催し営業部の私も参加させ
ていただきました。普段は会う機会が少ないため話をするタイミングが
ありませんでしたが、歓迎会でゆっくりと話をする事ができました。
日本に来て間もなく、不安が多いかと思いますが３名とも非常に明るく前
向きで自ら積極的にコミュニケーションを取れる性格だという印象でし
た。想像以上に馴染むまでに時間が掛からずとても好印象です。
仕事上の伝わりにくい内容に関しては一足早く弊社で働き始めていた
ベトナム人２名(製造部・特殊加工チーム)が通訳し、指導を進めており
ます。

人材不足と騒がれている状況の中、共和
ゴムで働く事を決めてくれた５名の新
たな仲間に感謝すると共に、周りの日本
人メンバーから積極的にコミュニケー
ションを取り、少しでも働きやすい環境
にする事を心掛けようと思っています。

引き続き、宜しくお願い致します。

皆様、いつもお世話になっております。
本社営業部の道上です。

6月1日～2日の2日間、夢メッセみやぎにて開催された『EE東北’22』
に出展させて頂きました。今回で31回目の開催となり、過去最大の358
の出展者と1040技術が展示され大変盛り上がりました。また、なんとい
っても今回の展示会では初めての試みとなる<異業種交流！スタンプラ
リー>という企画を実施しました。日頃からお世話になっている会社様、
この企画を通して初めてやり取りさせて頂く会社様の5社共同で実施さ
せて頂き、5社のブースをスタンプラリー形式で回り全てのスタンプを
コンプリートして頂くと、弊社の「シル
ク軽石まゆか®」をプレゼントするとい
う企画でした。異業種間で実施したこ
ともあり普段はあまり交わることのな
い企業様がブースにお越し頂いたりと
大変有意義な展示会となりました。

今回の展示会では前回の展示会同様に「ボルトナット防錆キャップまも
るくん®」「目地フォーム®」をメインに展示致しました。展示会に参加さ
せて頂く度に感じるのですが、弊社のブースにお越し頂いたお客様のま
もるくんへの評価がすごく高いという事です。私自身も拙い説明ではあ
りますが、お客様とお話するのが楽しくなる程反応が良く「面白い商品だ
ね！」「アイディア商品だね！」と仰っていただくことが多くありました。
国としても「国土交通省インフラ長寿命化計画(行動計画)」がとりまとめ
られるなどしている世の中で、間違いなくインフラ長寿命化に貢献でき
る製品だと認識して頂き、今後大活躍する製品なんだなと改めて感じる
ことが出来ました。目地フォームに関しましても、全国各地で実績のある
商品なので既に認識して頂いているお客様も多数いたりと、非常に充実
した2日間となりました。

最後に、日頃よりお力添え頂いており
ます皆様、本当にありがとうございま
す。引き続き宜しくお願い致します。

お世話になります。
共和ゴムの寺阪翼です。

6月1日～3日までの間に開催された東
京ビッグサイトでの電設工業展に出展
して参りました。
暑い中、弊社製品を取り扱って下さるお
客様方に足を運んでいただき感無量で
した。ありがとうございます。
私としても、非常に楽しみながら展示会にて、ご挨拶・製品説明等を
することが出来ました。

今回の電設工業展で出展した主な製品は、「なんでも継手®」「ボル
トナット防錆キャップまもるくん®」「空管路止水栓」です。
特に「角型FEP管用なんでも継手®」に注目が集まっており、大々的
に展示致しました。
「なんでも継手®」は無電柱化工事などの埋設工事に使用されるハン
ドホールとFEP管を繋げる為の継手であり、施工性の良さ・止水性能
の高さから、工事会社様から高い評価を頂いております。
特に近年では、丸型FEP管よりも束ねやすく、カーブにも対応しやす
い角型FEP管が国交省様で採用されるなど、急速に需要が高くなっ
てきており、それに比例して、角型用なんでも継手の需要もどんどん
高くなっております。

弊社の角型用なんでも継手は、角型TACレックス、角型エフレック
スに対応しており、止水試験（0.05Mpa×5分間）、引張試験（Φ
50の場合でおける1500Nの引張過重）共に基準をクリアしてお
ります。さらに、既存の丸孔のハンドホールに取り付けることが出
来る為、特注品かつ納期の掛かる、四角孔のハンドホールを用意する
必要はありません。

お客様一人一人とお話しする事で、自社製
品の認知度だけでなく、現場の様子や「こ
ういった製品が欲しい！」などのニーズな
ど新たな情報を得ることが出来ました。

7月20日～22日の3日間、東京ビック
サイトで無電柱化展として、再び出展致
します（ブース番号 M5-092）。
また、お気軽にいらっしゃってください。
お待ちしております。

技能実習生歓迎会


